
●第１回 四万十川流域治水協議会
・日 時：令和2年8月19日(水)13:30～14:30
・場 所：中村河川国道事務所別館2F会議室
・出席者：宿毛市長（代理）、四万十市長、中土佐町長（代理）、梼原町長、

津野町長（代理）、四万十町長、三原村長、高知県危機管理部長（代理）、
高知県土木部長（代理）、中村河川国道事務所長、渡川ダム統合管理事務所長

・事務局：中村河川国道事務所、高知県土木部河川課

●開催状況

●議事
・協議会の設立趣旨、規約、「流域治水」及び「流域治水プロジェクト」の考え方、協議会
での検討事項と今後の進め方及び四万十川流域治水プロジェクト（素案）について審議し
た。また、他河川での対策事例等について共有した。

●主な意見
□四万十市
・未整備の民有林は砂漠状態となっており、山に降った雨がダイレクトに川へ流れ込むな
ど、山の保水力が大幅に落ちている。時間がかかるが山の手入れを根本的に行うのも１
つの手段ではないかと思う。

・以前は砂防ダムが土砂や倒木を止めていたが、現在、殆どの砂防ダムは土砂で満杯にな
っており倒木は全部乗り越えてくる。堆積土砂の撤去が出来れば有効だと思う。

・四万十市は内水被害が多い。渡川水系河川整備計画における内水対策について実施をよ
ろしくお願いしたい。

□梼原町
・最近は豪雨災害が甚大であり風倒木が増えている。洪水で風倒木が橋梁等に流れつき、
川をせき止めることにより大きな災害を引き起こすのではないか。梼原町だけではなく、
他でも風倒木の被害が多くなっていると思うので整備事業を考えていただけないか。

・昭和30年頃に施工した県道において、谷を埋めて盛土した箇所のヒューム管が埋まって
しまい、道路の洗掘被害等が生じている。ヒューム管の改修等、防災対策が実施出来な
いか検討いただきたい。

□四万十町
・本協議会について非常に心強く思っている。しっかりと情報共有しながら住民の財産、
安全を守るという観点で取り組んでいきたい。

・流域全体で内水等による浸水被害を軽減する手立てをアドバイスいただきたい。
・今後の洪水は降雨強度が高くなるため、発生した場合に堤防が実際に耐えることが出来
るか心配である。

□三原村
・本協議会は三原村としても協力しながら頑張っていきたい。
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